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仮
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青
少
年
自
然
文
化
ラ
ン
ド
は
、

老
朽
化
が
著
し
い
「
大
森
山
少
年
の
家
」

に
代
わ
る
施
設
と
し
て
建
設
が
検
討
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

浜
田
に
あ
る
大
森
山
少
年
の
家
は
、
昭

和
四
十
五
年
に
建
て
ら
れ
、
小
中
学
生
の

宿
泊
研
修
の
場
と
し
て
活
用
さ
れ
て
き
ま

し
た
が
、
近
年
、
施
設
の
傷
み
が
ひ
ど
く
、

建
て
替
え
の
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
学
校
単
位
で
し
か
利
用
さ
れ

て
な
く
、
地
域
の
子
ど
も
会
や
ス
ポ
少
、

一
般
市
民
の
利
用
が
ほ
と
ん
ど
な
い
の
が

現
状
で
し
た
。

そ
こ
で
、
よ
り
広
く
市
民
の
み
な
さ
ん

に
利
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
青
少
年
自

然
文
化
ラ
ン
ド
は
、
温
泉
や
ス
キ
ー
場
、

キ
ャ
ン
プ
場
な
ど
自
然
を
楽
し
む
環
境
が

充
実
し
て
い
る
仁
別
に
建
設
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
太
平
山
の
ふ
も
と
に
広
が
る

緑
の
中
で
、
子
ど
も
た
ち
が
の
び
の
び
と

自
然
体
験
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

施
設
の
設
計
に
あ
た
っ
て
は
、
市
内
の

小
中
学
生
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行

い
、
子
ど
も
た
ち
の
意
見
も
取
り
入
れ
ま

し
た
。
今
年
度
は
約
六
億
円
の
工
事
費
を

計
上
し
て
、
七
月
か
ら
施
設
の
基
礎
工
事

を
始
め
て
い
ま
す
。
オ
ー
プ
ン
は
二
年
後

の
平
成
十
五
年
八
月
。
総
事
業
費
は
約
二

十
四
億
円
の
見
込
み
で
す
。

青
少
年
自
然
文
化
ラ
ン
ド
の
敷
地
面
積

は
四
・
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
八
橋
陸
上
競

技
場
の
一
・
五
倍
ほ
ど
の
広
さ
に
な
り
ま

す
。
そ
こ
に
、
宿
泊
施
設
と
野
外
施
設
を

整
備
す
る
予
定
で
す
。

宿
泊
施
設
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三

階
建
て
の
本
館
棟
と
、
二
階
建
て
の
大
屋

根
研
修
棟
で
構
成
。
ブ
ー
メ
ラ
ン
型
を
し

太平山リゾート公園内に

平成15年８月オープン
自
然
が
先
生
の
学
校
で
す

仮称

市市
でで
はは
、、
平平
成成
十十
五五
年年
八八
月月
のの
オオ
ーー
ププ
ンン
をを

めめ
ざざ
しし
、、((
仮仮
称称))

青青
少少
年年
自自
然然
文文
化化
ララ
ンン
ドド
をを
仁仁

別別
のの
太太
平平
山山
リリ
ゾゾ
ーー
トト
公公
園園
内内
にに
建建
設設
中中
でで
すす
。。

宿宿
泊泊
施施
設設
やや
キキ
ャャ
ンン
ププ
場場
、、
散散
策策
路路
なな
どど
をを

整整
備備
しし
てて
、、
豊豊
かか
なな
自自
然然
のの
中中
、、
子子
どど
もも
たた
ちち

にに
「「
生生
きき
るる
力力
」」
をを
育育
んん
でで
もも
らら
うう
のの
がが
ねね
らら
いい

でで
すす
。。

雨
の
日
も
安
心
。

大
屋
根
の
下
で
キ
ャ
ン
プ

フ
ァ
イ
ヤ
ー
も
で
き
ま
す

青
少
年
自
然
文
化
ラ
ン
ド
建
設
中
。
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